
 

 

第13回定期大会開催される！ 

第13回定期大会が2019年6月24日（月）に静岡県立大学小講堂にて開催されました。本学教職

員組合は2007年3月30日に結成大会を行い、早13年目を迎えます。 

ご出席いただいた組合員の方々、また、委任状をご提出いただいた組合員の方々には、心より御礼

申し上げます。たいへんありがとうございました。 

2007年4月以降、法人化後の大学の教育・研究環境、そして、大学を取りまく社会情勢など、今、

大学を取り巻く状況は大きく変わってきております。昨年度は、有期雇用事務職員の雇い止め問題が

決着したのは大きな成果でした。しかし、大学の老朽化など、取り組まなければならない課題も山積

しております。杉山執行委員長は、2019 年度活動方針として以下の 4 点をあげ説明し、全会一致で

承認されました。 

1. 教職員の任期に関する問題への取り組み 

2. 教育・研究環境の整備 

3. 教職員の労働時間に関する問題 

4. 過半数組合としての組合活動の充実 

以下、第 13 回定期大会の議事運営報告を掲載いたします。なお、今年度の大会で組合費の値上げ

が審議され、月額1,300円で承認されました。組合員の皆様には、本年7月から徴収させていただく

ことを御了承下さい。 

 

１ 議長団選出 

司会の福島副執行委員長による開会の挨拶の後、

議長団を選出した。会場からの立候補を募った後、 

執行部からの推薦により議長に菅氏（薬学部）、副議

長に林氏（食品栄養科学部）が提案され、満場一致

で選出された。 

 

２ 大会の成立について 

出席者数を確認して委任状の数を合計したところ、

開会時点にて組合員数246名の過半数を超える172

名の参加が確認され、大会の成立が宣言された。 

３ 来賓あいさつ  

(静岡大学教職員組合 鳥畑与一様) 

現在、静岡大学では、「一法人複数大学制度」のな
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かで、浜松の工学部と情報学部を浜松医科大学とを

統合して一つの大学にし、静岡キャンパスの学部で

もう一つの大学を創るという大きな動きがある。 

新しく理事長を設け、学長の任命権・解雇権など、

強い権限を持たせ、経営優先の大学運営に動いてい

る。また、静岡大学では、時間管理が厳格になり、

パソコンを通じて出退勤管理が行われるようになり、

新任の教員に関しては、年俸制が適用され、既存の

教員にも広げられようとしている。 

組合としては、教育研究環境を守るため、これか

らも静岡県立大学の教職員組合と互いに学び、協力

しながら活動を進めていきたいと考えている。 

 

４ 執行委員長挨拶 

まず、武藤執行委員長より挨拶があり、「1年間の

組合活動をふりかえって」と題する挨拶（趣旨は「議

案書」1ページに掲載）がなされた。 

 

５ 議事 

第1号議案 

・2018年度活動報告（「議案書」7～21ページ） 

武藤執行委員長より、2018年度（2018年6月25

日～本日）の活動概要について、報告がなされた。

審議の結果、満場一致で承認された。具体的な活動

方針の総括は、「議案書」18～21 ページに掲載の通

りである。 

1) 人事制度の整備について 

・前年度からの地道な団体交渉、意見交換、あっせ

んの交渉等を経て、5 年目を迎える有期雇用職員

は、本人の申出により無期雇用契約に転換できる

ことになった。これに伴い、要綱と就業規則の変

更を勝ち取ることができた。 

2) 教育・研究環境の整備について 

・施設・設備の老朽化や不具合について、2018 年

11 月に団体交渉を行い、修繕要求および進捗状

況の確認を行った。夏季の冷房時間については、

現行18時30分から、20時30分までと延長す

ることとなった。その他、防犯カメラの設置や 

  修繕スケジュールの公表を要請した。 

3）法人との交渉について 

・これまで、団体交渉の場に理事長、学長が不在だ

ったのが、2018年8月に尾池理事長と執行部との顔

合わせを行い、団体交渉などの出席の要請を行った。 

4)  過半数組合としての組合活動の充実 

・過半数の維持と組合活動の充実に努めてきた。 

 

第2号議案 

・2018度決算報告（「議案書」22ページ） 

澤崎委員（2018年度会計）より、2018年度の決

算（収入7,052,016円、支出3,027,609円、差し引

き 4,024,407円の翌年度繰り越し）が報告された。

このうち、繰越金が前年度より、約24万円減少して

いることより、今後も同様に続くと、あと10数年で

繰越金がゼロになることが報告された。 

審議の結果、満場一致で承認された。 

 

第3号議案 

・2018年度会計監査報告（「議案書」24ページ） 

2018 年度監査委員（国際関係学部 高畑氏、短期

大学部 中澤氏）のうち、中澤委員より会計監査の結

果が報告され、使途及び会計処理が適正であること

が確認された。また、公認会計士の白岩先生による

「合意された手続き 実施報告」（「議案書」23 ペー

ジ）がなされたことについて報告があった。審議の

結果、満場一致で承認された。 

 

～予算に入る前に、第7号議案である、組合費の値

上げについての審議を行った～ 

第7号議案 

・組合費の値上げについて（「議案書」30ページ） 

 結成以来、組合費は、月額 1,000円を維持してき

たが、ここ数年、赤字が続いている。2018年も雇い



 

 

止めの裁判準備のため、弁護団への支出が54万円あ

った。今後も、栽培費用等を要する案件等が生じる

かも知れず、一定程度の繰越金を担保する必要があ

る。現行より300円値上げし、月額1,300円とする

案について武藤委員長より説明がなされた。その他、

組合加入につながる魅力の向上になる仕掛けにつな

がるなら、値上げも賛同するとの会場の声も得て満

場一致で承認された。 

 

第4号議案 

・2019年度役員選出について 

（「議案書」25～26ページ） 

選挙管理委員の三崎議長により、2019年度執行部

役員について会場から立候補を募ったが、立候補者

がなかったため、事前に各部局から推薦された2019

年度執行部役員の執行部案が提示され、無記名によ

る信任投票が行われた。2019年度の選挙管理委員会

による開票の結果、信任多数で執行部案が信任され

た。 

その後、同様に 2019 年度監査委員および選挙管

理委員について会場から立候補を募った後、執行部

案が提示され、無記名による信任投票が行われた。

開票の結果、信任多数で執行部案が信任された。 

これらにより、2018年度執行部役員及び監査委員

の解任が宣言された。 

 

第5号議案 

・2019年度活動方針（「議案書」27～28ページ） 

杉山新執行委員長から、2019年度の活動方針が説

明され、満場一致で承認された。主な内容は、1． 

教職員の任期に関する問題への取り組み、2．教育・

研究環境の整備、3．教職員の労働時間に関する問題、

4．過半数組合としての組合活動の充実である。 

質疑応答 

 国際関係学部 青山氏より、研究室や教室など老

朽化して水漏れ等が発生しているところがある。 

杉山執行委員長→組合で取り組むべきことと考え 

る。今後もそのような情報提供をお願いしたい。 

 

第6号議案 

・2019年度予算（案）（「議案書」29ページ） 

澤崎委員（2018年度会計）より、2019年度予算

（案）について説明があり、収入 6,784,657円、支

出3,470,000円（内訳：事務費1,840,000円、活動

費 1,630,000円）の予算案が提案された。以下の質

疑応答の後、満場一致で承認された。 

質疑応答 

 国際関係学部 園田氏より、組合費は、5月に遡

って値上げをするということか。 

澤崎委員→7月からである。この回答により、 

下記のような、修正案が出された。 

＊収入：6,784,657円 ⇒ 7,474,657円 

 国際関係学部 宮崎氏より、定期預金の、満期や

更新はどうなっているのか。 

澤崎委員→定期預金は、１年定期で自動更新と

なっている。この利息は年200円程度。 

 国際関係学部 青山氏、短期大学部 中澤氏より、

賃上げの実現についての要求があった。 

澤崎委員→現在の時給は、県の最低賃金に近い

こともあり、執行委員会の判断で実行したい。 

 薬学部 谷澤氏より、10月からの消費税増税が

あるので、それを見越した支出額にした方がよ

いのではないか。 

澤崎委員→次年度予算で反映させたい。 

 

６ 新執行委員長・執行委員の挨拶 

杉山新執行委員長から、組合活動に対する理解と

協力を願う旨の挨拶があった。 

 

７ 閉会 

菅議長によって全ての議事の終了が確認され、閉

会が宣言された。 



 

 

 

 第13回定期大会で、以下のとおり、執行委員・監査委員・選挙管理委員が決定いたしまし

た。任期は第14回大会（2020年6月末開催予定）までとなります。組合の運営には組合員

皆様ひとりひとりのご協力が必要となります。なにとぞよろしくお願いいたします。 

執行部（13名） 

執行委員長 杉山   眞澄 看護 

副執行委員長 剣持  久木 国際 

副執行委員長 刀坂  泰史 薬 

書記長 佐々木 隆志 短大 

書記次長 井本  智明 経情 

書記次長 鈴木 和香子 看護 

会計 上原  克仁 経情 

会計補佐 伊藤 圭祐 食栄 

会計補佐   近藤  啓 薬 

執行委員 谷   晃 食栄 

執行委員 澤崎 宏一 国際 

執行委員 野口 有紀 短大 

執行委員 丹羽 康夫 食栄 

監査委員（2名） 

監査委員 高畑  幸 国際 

監査委員  高木   剛 短大 

 

選挙管理委員（3名） 

選挙管理委員 三﨑 健太郎 看護 

選挙管理委員 湯瀬  裕昭 経情 

選挙管理委員 大久保 誠也 経情 

【組合加入の呼びかけ！】 

又、各部局で未加入の教職員の方々への加入の呼びかけ等、よろしくお願い申し上げます。 

ご意見をお寄せください！ 
執行委員会では、本学の労働環境の改善について、組合として解決策を模索し、法人側との交

渉をねばり強く続けていきます。できるだけ多くの皆様のご意見・ご提案を反映する形で法人側

との交渉を進めてまいります。ぜひとも各部局の執行委員、あるいは組合の電子メールアドレス

（office@shizunion.jp）まで、忌憚のないご意見・ご提案をお寄せください。組合事務局は、月、

水、金曜日10：00～16：00職員が常駐しております。よろしくお願いいたします。 

 


